
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日 平成３０年１２月３日         

都市名・国 山梨県甲府市             

 

取組の名称 広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式への派遣事業 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 ✔自治体 □ＮＧＯ □複合（               ） 

テーマ・目的 
平和都市宣言事業の一環・中学生を始めとした市民代表に平和への認識をよ

り深めてもらう 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

中学校 3年生 30名、引率教諭 4名、一般市民の方 5名 

実施場所 広島県広島市 

実施期間 

平成３０年８月５日～平成３０年８月６日（２日間） 

昭和５９年度から毎年実施している。 
※定期的に行う取組は、その旨を記入し、いつから、どれくらいの頻度で実施して

いるかを報告してください。 

取組の概要（授業、イベントはプログラムの次第を、その他（例：コンテスト等）はそのプロセスを、

具体的に記入してください。） 

 

【８月５日】 

 ・広島平和公園にて千羽鶴の奉納、原爆ドーム・平和記念資料館・平和祈念館の見学。 

 

【８月６日】 

 ・広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式への出席 

参加者の反応 

【中学生の感想】 

・本当に胸が詰まるような思いになった。 

・実際に足を運んでみると、原爆の恐ろしさをとても実感させられた。 

・今回のこの経験を活かして、戦争の恐ろしさをたくさんの人々に伝えていきたい。 等々 

【一般市民の方の感想】 

 ・世界平和を人類共通の目標として活動するべきとの思いをさらに強くした。 

 ・一発の原子爆弾がこの広島の街を廃墟としてしまった事実を、広島原爆ドームの姿から感じ

ることができた。 等々 

成果 

派遣後、参加した中学生は、各中学校の学園祭等の催しにおいて、参加した感想等を報告して

いる。また、参加した中学生及び一般市民の方から感想文を集め、文集として発行し、各中学校

を始め市立図書館や市内公民館等に配布している。なお、上記「参加者の反応」は、同文集から

抜粋したものである。 

課題 

一般市民の方の参加者は公募で募集しており、若い世代の方にも参加してもらうため、本事業

のＰＲを行っていくこと。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

特になし。 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）   □掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 

 

 


